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実際に動植物を育てたり、野山や海に出かけるので、適切な
身支度で授業に参加して下さい。

テキストを必ず購入する。

キーワード

保育内容「環境」、人的環境、物的環境
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授業外学習 テキスト、教材

・身の回りの「自然環境日記」をつける。

・野菜や花を育て、観察日記をつける。

・芝崎正行・若月芳浩　編『保育内容「環境」』ミネルヴァ書房

参考書 受講生へのメッセージ

保育内容「環境」のねらいについて理解することができ、

幼児と環境について自分なりの考えを持つことができた
か。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他
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第14回 　　〃　　　　　　　　　　　・年間指導計画を作成する　　　　　　　　　　　　

第15回 まとめ

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 　　〃　　　　　　　　　　　　・幼児期の人的環境について考える

第12回 　　〃　　　　　　　　　　　　・幼児期の物的環境について考える

第13回 指導計画の作成　　　　　・日案を作成する　　　　　

第8回 現代の子どもと環境 　　　・子どもを取り巻く様々環境について考察する。

第9回 　　〃　　　　　　　　　　　　・事例として、里山保育の実例について考察する。

第10回 保育内容「環境」について　・保育所保育指針について理解する

第5回 　　〃　　　　　　　　　　　　・環境を調査する

第6回 保育内容「環境」の変遷　・明治から戦前

第7回 　　〃　　　　　　　　　　　　・戦後から現在

第2回 動植物を育てる　　　　　　　・野菜を育てる

第3回 　　〃　　　　　　　　　　　　 ・花を育てる

第4回 　　〃　　　　　　　　　　　　 ・身近な動物を飼う

授業概要

子どもの発達における環境の意義や役割について理解を深め、子どもにとって望ましい環境について修得させる。そのために、子ど
もにとっての環境とは何か、子どもの発達にとっての環境はどのような意味や役割を持つのか、子どもは身近な環境にどのようにか
かわっていくのか等について、理解を深めさせる。また、保育者自身の好奇心・探究心・感性・さらには対象へ知識や技能等が、子ど
もの環境との関わりの支援に大きく関係することを理解し、自らの資質の涵養について考える。

到達目標

保育内容「環境」について理解するとともに、幼児期の自然事象に対する興味や関心、態度について理解する。また、指
導者として動植物を育てながら、人間と自然との共生について考察できる能力を身につける。さらに、指導計画等も作成で
きる。

授業計画

第1回 オリエンテーション　　　授業概要の説明

授業形態 授業形式 演習 履修形態 選択

担当教員名 石川　正一 年度 平成28年度

基準年次 2年次 開講期 前期 単位数 2

至誠館大学

科目名 保育内容（環境） コード 1309

英語表記


